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NIE を活用した小学校社会科授業づくり」 

＜受講した先生の感想＞ 

 

・まず、講義冒頭での鮮やかなつかみの巧みさに、圧倒されました。そ

れぞれの勤務校を調査され、そこからのクイズによって関心を高める技

術は、今後の授業に生かしたいです。 

 さらに、溢れるほどの博識さと、難解なテーマであっても誰にでも分

かりやすく伝える話術には、感銘を受けました。 

 特に、中東戦争におきましては、ニュースや新聞からかいつまんで得

る情報しか持っておらず、いまいちどういうことかわかっていませんで

したが、キーワードを絞って教えていただき、生成 AI を用いての調べ学

習から自分で発信することにより、少しこの戦争の流れを知ることがで

きました。そしてそのように知識を得ることは楽しいと言う感覚もあり

ました。子どもたちにもこのような感覚をつかませたいと思うととも

に、どんな授業を組み立てようか今からわくわくしています。 

 教えていただいたことは学校に持ち帰り、広めていきたいと思いま

す。 

 

・私が最も心に残っていることは、三好さんの記者になったきっかけや

思いを聞けたことです。そこには職種を超えて、私たち教師も大切にし

なければならない使命を感じました。三好さんは記事を書くことを通し

て、人命と人権を守ることを大切にされているとおっしゃいました。新

聞というマスメディアだからこその責任感だと思う一方で、教師も突き

詰めていくとこれからの子どもたちの命を守り、人権を侵害しない、侵

害されない社会を作っていくことが私たちの使命だと感じています。 

 今回の研修は「小学校社会科」がテーマだったので、それに合わせて

くださったと思うのですが、世界で起きている戦争を遠い出来事で終わ

らせるのではなく、自分事として（当事者意識をもって）世の中を見る

ことができるかを考えさせられました。 

 新聞を使うことが目的ではなく、新聞を使って私たちは子どもたちに

何を届けたいのか、どんな力を育てたいのかを一度立ち止まって活用し

ていきたいです。 

 今日の研修では、新聞の活用方法だけでなく教師としての生き方につ

いて考えることができました。感謝申し上げます。 

 



・本日はご講義いただきありがとうございました。自身の社会科の授業

展開のつまらなさを改善するヒントが得られればと思い参加した研修会

でしたが、先生の話術に引き込まれ、こんな楽しい授業ができればと目

標を持つことができました。 

 普段はネットニュースに頼っていて、神戸新聞は実家に帰省した時だ

け読む…というより見る、というような人間ですが、今日新聞のよさを

再確認し、読みたいと感じた 1 日でした。社会情報を読み考えること

が、地域に誇りを持ち、世界に興味を持ち、人を愛せる人の育成につな

げられるのなら、こんなにすてきなことはありません。社会科の授業を

タスクとしてこなすのではなく、情報の持つ力を正しく使って幸せに生

きる子どもたちを育むための価値ある時間として大切に使いたいと思い

ました。 

 そのためには、先生が実際されたような下調べと教材研究が必須で

す。丹波豪雨（2014 年）は私が初任の夏休みに起きました。丹波に通

い始めて 4 カ月。市島は当時訪れたことのない地でしたが、同僚や地域

の方が大変な思いをされているのを目にしました。地域住民ほどではな

いにしろ衝撃でした。（２日後に発生する）広島土砂災害も大変でした

から、テレビで報道されなくなったのは仕方ないとは思いつつも、「丹

波もまだ大変だよ」というむなしさを感じたことを覚えています。神戸

新聞は丹波の情報を大切に扱ってくださったというお話が聞けて、あり

がたいことだと感じました。その当時に新聞を読んでおけばよかったな

という後悔も感じました。 

授業を受ける子どもたちも、今日の私のように、自分の境遇や生活環

境を理解した上で話をしてもらえたら、それが全国各地の出来事とつな

がっていると感じられたら…。今は丹波市民になりましたので、心に響

く社会科の授業をつくれるように、改めて、丹波の子ども理解・地域理

解に努めたいと思います。そのツールとして、新聞を活用していきたい

と思いました。 

 とにかく楽しく、考えさせられるご講義でした。ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 



・すてきなご講義、誠にありがとうございました。 

 これまで新聞の持つ可能性について深く考える機会がありませんでし

たが、多様な学習方法があることに大変感銘を受けました。 

今後の指導において、新聞を活用した授業に積極的に挑戦してまいり

たいと考えております。これからの社会を担う子どもたちにとって、

NIE の実践は欠かせない教育手法であると強く実感いたしました。私自

身も複数紙の比較読みを通して視野を広げ、社会の変化を柔軟に捉えて

いく所存です。 

 

 

 

講座は、茨城県牛久市の小学校の先生も受講した 

姫路城、神戸ポートタワー、通天閣、奈良の大仏に比べ、 

牛久大仏は高いか、低いか？ 突然のクイズに悩む先生 


